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「東京都青少年の健全な育成に関する条例」改正に関する反対意見 

 
現在、東京都議会に提出されている「東京都青少年の健全な育成に関する条例の一部を改正する条例」案は、

インターネットを基盤とするイノベーション及び将来においてそれを担う青少年の育成に対する重大な阻害

要因を含んでおります。われわれネットビジネスイノベーション研究コンソーシアム（ＮＢＩコンソーシアム）

は、インターネットを基盤とする社会・文化・産業全般のイノベーションを活性化させることを目指す立場か

ら、本改正条例案中、以下についての定めについては、すべて条例に盛り込むべきではないと考えます。 
 
・東京都知事による、インターネットを利用して「有害な行為」、「被害」の「誘発」等を行った青少年の保

護者に対する指導、助言及び調査等 
・「自己若しくは他人の尊厳を傷つけ、違法若しくは有害な行為を行い、又は犯罪若しくは被害を誘発するこ

とを容易にする情報」等の曖昧・広範な文言による、フィルタリングサービスの水準の規定 
・東京都知事が特定の携帯電話を推奨する制度 
・フィルタリング解除を認めるべき正当事由の限定 
 
上記はすべて、以下のいずれかに該当するものであり、インターネットを基盤とするイノベーション及び青

少年の育成に対する重大な阻害要因となると考えます。 
・インターネットを利用したどのような行為が不適切か、閲覧可能・利用可能なウェブサイトをどのような

ものにすべきか、といった基準を極めて曖昧・広範な文言で規定するものであり、努力義務のかたちをと

っていても、それを背景に東京都が指導等を強め、表現内容に介入する危険性がある。すなわち、表現の

自由・知る権利等を侵害する可能性がある。 
 ※例えば、下記のようなケースまで生じる可能性がある。 
  １）学校名や顔写真がウェブサイトに掲載されただけで、「犯罪」を「誘発」しているとみなされる。 
  ２）「バカ」「あほ」などの冗談なのかどうか判別が難しい言葉も、「尊厳を傷つけ」ていると判断される。 
・ こどもにどのようなインターネット利用をさせるべきか、こどもにどのような携帯電話を持たせるべきか、

フィルタリングを解除すべきか否か、といったことに関する保護者の監護権に対し東京都が介入するもの

である。 
・民間の自主的取組に対し、東京都が介入する下地を作り、ウェブサイト運営等への萎縮効果を与えるもの

である。 
  ※民間においては、ウェブサイト運営上の取組（自主的なウェブサイトパトロール、規約違反の投稿の削

除、こども向けサイトの開設、年齢に応じた機能制限の実施等）、セミナーの開催等による啓発活動等、自

主的取組を実施しており、今後も関係各所と連携しつつ、これらの取組を推進していく予定である。 
 

付言しますと、本改正条例案は、「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関

する法律」における基本理念「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備に関する施

策の推進は、自由な表現活動の重要性及び多様な主体が世界に向け多様な表現活動を行うことができるイン

ターネットの特性に配慮し、民間における自主的かつ主体的な取組が大きな役割を担い、国及び地方公共団

体はこれを尊重することを旨として行われなければならない。」及び、同法審議過程の参議院内閣委員会に

おける附帯決議「事業者等が行う有害情報の判断、フィルタリングの基準設定等に干渉することがないよう

にすること」も考慮されておりません。 
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